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パソコンの必要条件

パソコンの必要条件■
OS Windows XP日本語版（SP3以降）32ビット版のみ *1

Windows Vista 日本語版（SP2以降）32ビット版、64ビット版 *1

Windows 7 日本語版32ビット版、64ビット版 *1

Windows 8*2 日本語版32ビット版、64ビット版 *1

CPU Pentium III 800MHz 以上 *3

メモリ 128MB以上 *3

ディスプレイ 1024× 768ピクセル以上、High Color（16ビット）以上
サウンド Windows で使用可能なPCM サウンド再生機能
その他 Internet Explorer 4.0 以降

USB 2.0、USB 3.0 または PCMCIA スロット経由でSDメモリーカード
にアクセスできること

＊1 �上記 OS以外のバージョンのOS上で起動させた場合、アプリケーションの動作は保証され
ません。

＊2 �タブレットPCを始めとするタッチパネルでの動作は保証対象外です。
＊3 �Windows XPの場合です。Windows Vista およびWindows 7、Windows 8 については、

Microsoft 社の推奨システム要件が必要です。
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ビューアーソフトの操作方法
本機で記録した映像と音声はパソコンで再生できます。再生には専用のビューアーソフ
トを使います。ここでは、ビューアーソフトの使い方を説明します。

パソコンの画面はWindows 7 Professional Edition のものです。OSや設定によって
画面の表示が異なる場合があります。

	 1	 ビューアーソフトをダウンロードする
本体購入時、付属されているSDメモリーカードには、標準ビューアーソフト（DRT-
H61_Viewer）が入っています。
スポーツ走行用ビューアーソフト（DRT-H61_R）は、専用サイトからダウンロード
してください。

1.	Internet Explorer などのウェブブラウザを起動し、専用サイトにアクセ
スします。URLは下記の通りです。

http://www.e-iserv.jp/top/driverecorder/drt-h61/

専用サイトは、2ヶ月に1回程度の割合で、メンテナンスのために1日中アクセスでき
なくなることがあります。予めご了承ください。

2.	「DRT-H61_R ビューアーソフトダウンロード」を選択してください。

3.	使用許諾条件と免責事項をよく読み、「同意する」を選択してください。

4.	表示されたサイトからビューアーソフトをダウンロードし、デスクトップ
に保存します。

■
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	 2	 記録した映像を見る
記録した映像を、ビューアーソフトで見ることができます。
以下の手順でビューアーソフトを起動し、映像を再生します。

1.	本体から抜いたＳＤメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンに挿入します。

お使いのパソコンの設定によっては、SDメモリーカードを挿入したときに「Windows
が実行する動作を選んでください」というダイアログが表示されます。その場合は、「キャ
ンセル」ボタンをクリックするか、「何もしない」を選択するか、または右上の「 」ボ

タンでダイアログを閉じてください。

2.	デスクトップに保存した「DRT-H61_R」をダブルクリックします。

3.	ビューアーソフトが起動します。
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4.	見たい映像のフォルダを指定します。  ボタンをクリックします	
（またはメニューの「ファイル」−「開く」を選択します）。
フォルダ構成については、P.12を参照してください。

5.	SDメモリーカードのドライブを指定し、「DRC」/「LNG」/「PIC」フォ
ルダを選択します。見たい映像のフォルダを選択し、左下のデータ種別か
ら表示モードを選び [OK] ボタンをクリックします。

ビューアーソフトに指定した表示モードで映像が読み込まれ、自動再生が始まります。
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・イベント記録 /連続記録の場合

①

②

③

④⑧

⑥

⑦

左縦軸：加速度
右縦軸：速度
横軸：時間

再生中の映像

加速度・衝撃検知／スイッチ操作
が発生した場所

⑩

⑪
⑫⑬ ⑭⑮

⑤

⑨

桃色：速度

橙色：加速度

⑯

⑱

⑰
⑲

①	ビューアーソフトを終了します。
②	速度をデジタルメーターで表示します。
③	ストップウォッチ機能のボタンと時間・
速度などを表示します。（P.10参照）

④	フォルダの参照画面で、再生する映像
を指定します。

⑤	速度をアナログメーターで表示します。
⑥	指定した映像の記録日時と記録方法の
種別を表示します。

	 映像の一部がバックアップ電源で記録
された場合は、  を表示します。

⑦	現在再生しているデータのG値の大き
さと方向を表示します。

⑧	表示可能な最大G値を切り替えます。
クリックするたびに以下のように最大
G値が切り替わります。

	 1.5G     2.0G     2.5G     3.0G     1.0G

⑨	一つ前のチャプターの先頭から再生し
ます。

	 連続記録再生時にのみ使用できます。

⑩	一つ後のチャプターの先頭から再生し
ます。

	 連続記録再生時にのみ使用できます。

⑪	映像の明るさを調整します。
	 設定範囲 :0.1 ～ 5.0
	 数値を大きくすると、映像が明るくな
ります。

⑫	一つ前のフォルダ内の映像を再生しま
す。

⑬	一つ後のフォルダ内の映像を再生します。
⑭	映像を再生します。
	 再生中は一時停止ボタン（ ）となり
ます。

⑮	再生を停止します。
⑯	一つ前のコマを表示して、再生を停止

※	図 は イ ベ ン ト 記 録
（オート）の例です。
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●映像が暗い場合は映像の明るさを調整してください。
●Ｇ値の大きさは、値が大きいほど中心から離れます。
   運転の状況によるＧ値の方向は下記のとおりです。

右折時 左折時

加速時

減速時

●取付後すぐは方向が違う場合がありますが、走行することにより正しい向きで表示する
ように学習します。

●方向は、直進状態の発進・停止のタイミングで学習します。
●発進・停止の少ない走行や山道走行では正しく学習できない場合があります。

●	連続記録の場合、トラックバーを移動させるとつまみで指定した位置から再生を行います。

１ファイル目          ２ファイル目           ３ファイル目 ※連続記録ファイルが
　3つの場合

一つ前のチャプター（ファイル）の先頭から再生します。
一つ後のチャプター（ファイル）の先頭から再生します。

つまみをこの範囲内で移動した場合、
３ファイル目の指定した位置から再生
を開始します。

つまみをこの範囲内で移動した
場合、１ファイル目の指定した位
置から再生を開始します。

します。
⑰	一つ後のコマを表示して、再生を停止
します。

⑱	現在の再生映像の時刻と記録の開始
（加速度・衝撃検知、またはスイッチ操
作）時刻との差を表示します。

	 イベント記録再生時にのみ表示されま
す。

⑲	音量を調整します。
	 設定範囲 :0 ～ 16
	 数値を大きくすると、音量が大きくな
ります。
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・画像記録の場合

一つ前の画像をサムネイルで表示します。

画像の一覧を表示します。

最初の画像をサムネイルで表示します。

一つ後の画像をサムネイ
ルで表示します。

最後の画像をサムネ
イルで表示します。

表示中の画像をコピーしたい場合は、表示中の画面の上で右クリックしメニューの「コピー」
を選択してください。パソコンのクリップボードにコピーできます。

6.	終了する場合は、  ボタンをクリックします（またはメニューの「ファイル」
−「終了」を選択します）。
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SDメモリーカードに保存できる映像の数は限られています。必要に応じて、SDメモリー
カードの映像データをパソコンのハードディスクに保存してください。
　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.14）参照

●	映像を読み込む時や再生している時にエラーメッセージが表示され、映像が正しく再生
されない場合は、映像データが破損している可能性があります。必要に応じてSDメ
モリーカードの映像データをパソコンのハードディスクに保存し、SDメモリーカード
のフォーマットを行ってください。

　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.14）参照
　　⇒「SDメモリーカードをフォーマットする」（P.25）参照
●	ＳＤメモリーカードを抜くときは必ずパソコンで安全な取り外し操作を行ってくださ
い。

■ストップウォッチ機能の使い方（連続記録再生時）
連続記録再生時には、ストップウォッチ機能を利用できます。計測中は、任意の区間を
指定してラップタイム（区間経過時間）や平均速度の確認ができます。ラップタイムは、
開始／停止に9つのポイントを合わせて、最大10区間まで指定できます。

ラップタイムと平均速度をリスト
画面に一覧表示します。

TOTAL時間

ストップウォッチの計測を開始/
停止します。

計測開始
マーク

ラップ
マーク

計測停止
マーク

ラップタイム

平均速度

最後に計測したラップタイム情報をクリアします。

●ラップタイムの計測ポイント（1～
9）を指定します（開始／停止ポイ
ントを合わせて最大10区間）。
●計測停止後、全ての計測結果をク
リアします。
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・計測開始／停止する
連続記録の再生中に  ボタンを
クリックします。
（計測開始マークとTOTAL 時間が表示されま
す。）

  

・ラップの計測区間を指定する
計測中に  ボタンをクリックします。
（9回までクリックでき、開始／停止を合わせて10回のラップタイムを計測できます。）

●	  ボタンをクリック
すると、ラップタイムと平均速
度を一覧で確認できます。

●	コマ送り、コマ戻しの操作時に
ラップポイントを指定できます。

●	ラップタイムは、前のラップか
ら現ラップ間の区間タイムを表
示します。

●	再生終了、再生停止の操作を行っ
た場合でも、計測を停止し、最
終ラップタイムと平均速度を表
示します。

●	ストップウォッチ動作中、ファイルをまたいでトラックバーを移動させると、読み込
みに時間がかかる場合があります。

●	各ラップタイムの合計と TOTAL 時間の間に誤差（最大0.9 秒）が発生する場合があ
ります。

● LAP LIST（ラップタイム・平均速度の一覧）画面の内容を保存することはできません。
保存したい場合は、パソコンのPrint Screen キーを押して画面をコピー後ペイントな
どに貼り付け、画像として保存してください。

●計測中に  をクリックすると、計測結果消去の確認画面が表示されます。別の
フォルダを指定するときは［OK］をクリックしてください（計測結果は消去されます）。
［キャンセル］をクリックすると、計測画面に戻ります。

●計測中に最後のラップポイントより前に戻す場合は、  をクリックして最後
のラップを取り消すか、  をクリックして再計測してください。

計測中は、コマ戻しボタンやトラッ
クバーのつまみを動かしても、計測
開始ポイントまたは最後のラップポ
イントより前に戻すことはできませ
ん。

各ラップ
タイム

各ラップの
平均速度

TOTAL
時間

TOTALの
平均速度
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■	フォルダ構成
●	SDメモリーカード内には、記録方法（記録モード）によってフォルダが分類されています。
	 イベント記録のデータ	 ：DRCのフォルダ
	 連続記録のデータ	 ：LNGのフォルダ
	 画像記録のデータ	 ：PIC のフォルダ

最大15件

SDメモリーカード 

   マニュアル記録フォルダ M120215113547
Video.dvt

M120215114403
Video.dvt 

オート記録
最大10件  

マニュアル記録
  最大5件 

  イベント記録用フォルダ 

   オート記録フォルダ 

DRC

A120215111038
Video.dvt 

A120215113117
Video.dvt 

映像ファイル
（検知前12秒、検知後8秒の映像を記録） 

映像ファイル
（記録前12秒、記録後8秒の映像を記録） 

DINF

  画像記録用フォルダ 

P120215154513.dpc

P120215173622.dpc

  画像記録用サブフォルダ 

P120215201317.dpc

最大50ファイル 

PIC01

P120215131532.dpc

P120215212248.dpc

PIC

PIC00 

PIC11

最大600ファイル

画像ファイル

最長60分 

Video0001.dmv 

Video0010.dmv 

L120215112543

Video0010.dmv 

  連続記録用フォルダ 

Video0001.dmv 

LNG

L120215110516

１分毎の映像ファイル

連続記録フォルダ

・計測結果をクリアする
計測停止後に  ボタンをクリックします。
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●	映像や画像はデータ（記録方法）の種別により、以下のフォルダ名で保存されます。
	 オート記録（衝撃検知）で保存した場合	 ：	A	YY	MM	DD	hh	 mm	ss
				    年	 月	 日	 時	 分 	 秒
	 マニュアル記録（スイッチ操作）で保存した場合	 ：	M	YY	MM	DD	hh	 mm	ss
				    年	 月	 日	 時	 分	 秒
	 連続記録で保存した場合	 ：	L	 YY	MM	DD	hh	 mm	ss
				    年	 月	 日	 時	 分	 秒
	 画像記録で保存した場合	 ：PIC NN
				    	通し番号
●	ハードディスク上にある映像を再生する場合は、ハードディスク上の映像を保存しているフォ
ルダを選択してください。

●	1つのフォルダの中に複数のデータが混在した場合は、データ種別で再生したいデータの種類
を選択してください。混在していない場合は、データ種別の選択に関わらずデータの種類を自
動判別します。
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	 3	 記録した映像をパソコンに保存する
SDメモリーカードは容量の関係から、保持しておける映像の数が限られています。
SDメモリーカードの容量がいっぱいになると、古いフォルダから上書きしていきます
ので、古い映像を見ることができなくなります。そのため、必要に応じて、SDメモリー
カードの映像データはパソコンのハードディスクなどに保存してください。

1.	本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンに挿入します。

2.	エクスプローラで、SDメモリーカードのドライブを指定し、保存したい
記録方法別のフォルダ（イベント記録はDRC、連続記録は LNG、画像記
録はPIC）を選択します。

3.	保存したい映像のフォルダをマウスで右クリックし、「コピー」を選択しま
す。

必ずフォルダ
ごとコピーし
てください。
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4.	保存先のパソコンのフォルダを指定して（ここではデスクトップにしてい
ます）、右の枠内をマウスで右クリックし、「貼り付け」を選択します。

保存したい映像のフォルダが、SDメモリーカードから指定した保存先に保存（コ
ピー）されます。

コピー中にエラーメッセージが表示された場合、映像データが破損している可能性があ
ります。再度やり直してもエラーメッセージが表示される場合はSDメモリーカードの
フォーマットを行ってください。
　　⇒「SDメモリーカードをフォーマットする」（P.25）参照
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	 4	 記録した映像をSDメモリーカードから消去する
映像が不要であればパソコンで映像を削除することができます。通常、SDメモリーカー
ドがいっぱいになると、古い映像を上書きしますので、必ずしも削除する必要はありま
せん。ただし、連続記録の上書き設定で「しない」にした場合、上書きされませんので
削除が必要になります。

●	映像を削除する時は、SDメモリーカードをフォーマットするのではなく、フォルダの
みを削除し、フォルダ以外を削除しないようにご注意ください。

●	SDメモリーカード上のファイルやフォルダを削除すると、元に戻すことはできません
ので、操作には十分にご注意ください。

1.	本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンに挿入します。

2.	エクスプローラで、SDメモリーカードのドライブを指定し、消去したい
記録方法別のフォルダ（イベント記録はDRC、連続記録は LNG、画像記
録はPIC）を選択します。
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3.	削除したい映像のフォルダを指定します。マウスで右クリックし、「削除」
を選択します。

4.	確認ダイアログが表示されますので、[はい ]ボタンをクリックしてくださ
い。

削除が完了しました。他の映像を削除したい場合は同様の操作を繰り返してくださ
い。
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	 5	 本体の設定を変更する
ビューアーソフトから本体の設定値をSDメモリーカードに保存しておくことで、エン
ジンキーのオン時に、自動的に本体の設定を変更することができます。変更が可能な設
定項目は以下の通りです。
（1）連続記録の上書き設定
	 連続記録時の上書き処理を「する」/「しない」を設定します。
（2）センサー感度
	 イベント記録の際に映像が撮れすぎる場合や撮れにくい場合は、センサー感度を

調節します。センサー感度は少しずつ変更し、「撮れすぎる」/「撮れにくい」を
その都度確認してください。

（3）ブザーの音量
	 動作ブザー、イベントブザーの音量をそれぞれ調節します。大、標準、OFF の 3

段階から選んでください。

●	センサー感度はむやみに変更しないでください。
●	センサー感度を変更する前に、本体のオフセット設定を再度実施してください。それで
も改善しない場合にセンサー感度を変更してください。

●	センサー感度を低くした場合、不要なデータは撮りにくくなりますが、必要なデータま
で撮れなくなる可能性も高くなりますのでご注意ください。

●	右左折やカーブで撮れすぎる場合は、横軸補正の設定値を調整してください。

1.	本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンに挿入します。

2.	ビューアーソフトを起動し、メニューの「設定」−「本体設定」を選択します。
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3.	SDメモリーカードのドライブを指定し、[OK] ボタンをクリックします。

本体設定画面が表示されます。SDメモリーカードを正しく読み込めた場合は、以
前に動作していた設定が表示されます。

4.	連続記録の上書き処理（する /しない）を設定します。
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5.	センサーの感度や補正を設定します。

①

①

②

②

③

④

⑤

⑥

①	センサー感度を標準的な値にします。
②	センサー感度を高い値にします。
③	センサーの感度を細かく設定できま
す。設定範囲 :1～ 11

④	センサーの感度をさらに細かく
0.01G単位で設定できます。

	 設定範囲：0.40G～ 0.60G

⑤センサー感度の左右方向（横軸）に対
して感度の補正値を設定します。値を
大きくするほど、撮れにくくなります。

	 設定範囲：0.00G～ 0.30G
⑥進行方向補正角度を自動学習するかし
ないかを設定できます。自動学習しな
い場合はチェックを外し、本体の進行
方向に対する補正角度を設定します。

	 設定範囲：－45度～45度

※ �簡易設定と詳細
設定は連動して
います。
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●	センサー感度を高くするほど映像が撮れやすくなります。
●	SDメモリーカードを本体に挿入する前にパソコン上で設定画面を開くと調整前の値が
表示されますが（数値は本体挿入後に変更されます）、SDメモリーカードには調整し
た値を記録しています。

横軸補正は、前後方向（縦軸）には影響しません。

●進行方向補正角度について
進行方向のずれは、映像を再生して確認してください。
直進中の減速時のグラフが進行方向に対して左にずれている場合－方向に補正してくだ
さい。また、進行方向に対して右にずれている場合＋方向に補正してください。

前
＋方向

右左

後

前
－方向

右左

後



ビューアーソフトの操作方法

22

6.	ブザー音量を設定します。

映像を記録する時などに鳴る動作ブザー、またはイベントブザーの音量を指定しま
す。

7.	[OK] ボタンをクリックします。
SDメモリーカードに設定を保存します。設定値を保存したSDメモリーカードを
用いて、次回にエンジンキーをオンしたときに、自動的に値が反映されます。

設定変更後は、実際の運転と照らし合わせて、撮れすぎるまたは撮れにくいといったこと
が無いか確認してください。その際、危険運転（急発進、急ブレーキ等）は絶対に行わな
いでください。
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	 6	 本体の日時を修正する
本体では内部に時計を持っており日時を保持していますが、長期間にわたり電源が供給
されない状態が続くと日時がずれる場合があります。日時が大幅にずれている場合や日
時異常になった場合、以下の手順で日時を修正してください。

ご購入直後はずれている可能性がありますので、一度映像を試し撮りして、映像の日時を
確認してください。また、定期的に確認してください。

1.	本体から抜いたSDメモリーカードを、カードリーダーなどを使用してパ
ソコンに挿入します。

2.	ビューアーソフトを起動し、メニューの「設定」−「日時設定」を選択します。

日時設定画面が表示されます。

設定画面に最初に表示されるのはパソコンに内蔵されている時計の時刻です。ドライブレ
コーダー本体の時計時刻ではありません。
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3.	日時を設定します。現在の日時ではなく、次回にエンジンスイッチ「ON」
または「ACC」にする日付と時刻を設定してください。

4.	[OK] ボタンをクリックします。書き込み先選択ダイアログが表示されるの
で、書き込み先としてSDメモリーカードを指定し、[OK] ボタンをクリッ
クします。

SDメモリーカードに設定を保存します。設定値を保存したSDメモリーカードを
用いて、次回にエンジンキーをオンしたときに、自動的に値が反映されます。
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	 7	 SDメモリーカードをフォーマットする
映像を再生したり、映像データをコピーしたりする際にエラーが表示される時は、SD
メモリーカードのデータが破損している可能性があります。以下の手順でSDメモリー
カードをフォーマットしてください。

●	基本的にSDメモリーカードのフォーマットは必要ありません。SDメモリーカードで
書き込み・読み込みエラーが発生する場合、または本体が起動しない場合のみフォー
マットをしてください。

●	フォーマットすると、SDメモリーカードのビューアーソフトおよび映像データは削除
されます。

	 ・�ビューアーソフトをパソコンに保存していない場合は、ソフトをパソコンに保存し
てください。また、必要な映像はパソコンへ保存してください。

　　⇒「ビューアーソフトをダウンロードする」（P.4）参照
　　⇒「記録した映像をパソコンに保存する」（P.14）参照

1.	SDメモリーカードフォーマットソフトウェアを準備する。
SDメモリーカードフォーマットソフトウェアをお使いのパソコンへインストール
します。インストール手順は、専用サイトを参照ください。
(1)	� Internet Explorer などのウェブブラウザを起動し、専用サイトにアクセスし

ます。URLは下記のとおりです。
　　　　　　　http://www.e-iserv.jp/top/driverecorder/drt-h61/
(2)	� 「SDメモリーカードフォーマットソフトウェアダウンロード」を選択してく

ださい。
(3)	� 記述している手順に従って、SDメモリーカードフォーマットソフトウェアを

インストールしてください。

2.	SDメモリーカードフォーマットソフトウェアを起動します。
［スタート］→［すべてのプログラム］→［SD Formatter］→［SD Formatter 
JP］を選択します。
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3.	［フォーマット］ボタンをクリックします。

Drive: 欄が、SDメモリーカードを挿入したドライブになっていることを必ず確認してか
らフォーマットしてください。
異なるドライブが選択されている場合は、［更新］ボタンをクリックし、SDメモリーカー
ドを挿入したドライブを選択してください。

4.	フォーマットが終わると、確認ダイアログが表示されるので、［OK］ボタ
ンをクリックします。

5.	［終了］ボタンをクリックします。
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	 8	 ヘルプを表示する
以下の手順でヘルプを表示します。ヘルプでは画面上の各ボタンの説明を読むことがで
きます。

1.	メニューの「ヘルプ」−「ヘルプ」を選択します。

ビューアーソフトのヘルプを表示します。
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	 9	 バージョン情報を表示する
以下の手順でビューアーソフトのバージョン情報を表示します。

1.	メニューの「ヘルプ」−「バージョン情報」を選択します。

ビューアーソフトのバージョン情報を表示します。

ビューアーソフト
のバージョンを表
示します。
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